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沖縄県の定置網漁業の代表種であるグルクマの漁獲実態，産卵期，成長について調べた．生殖腺指

数の経月変化から，産卵期は 6月を盛期とする 4～8月であると推定され，この期間中には，沖合で

体長3.4～15.7 mmの仔稚魚が出現した．これらは月を追って成長し，体長6 cmに達する頃から定

置網により漁獲され始め，孵化後約半年の12月には21～22 cmに達した．沖縄県では，本種は主に

定置網で漁獲されており，その7割は未成魚である可能性が高い．本種の管理を考えた場合，現行の

休漁よりも小型魚の漁獲を制限することが望ましいと判断された． 

 

 

グルクマ Rastrelliger kanagurta (Cuvier, 1816) は，インド

－西太平洋の熱帯・亜熱帯に広く分布するサバ科魚類で，我が

国では主に琉球列島以南に分布する（中村，1997；中坊・土居

内，2013）．本種は，近縁のR. brachysomaやR. faughni と共

に東南アジア地域を中心に漁獲されており（Collette and 

Nauen, 1983），その漁獲量は1970年代の約186,000トンから

増加傾向を示し，2012 年には約 326,000 トンに達している

（FAO, 1983, 2014）．我が国では，沖縄近海で定置網や刺網で

漁獲され（中村，1997），特に定置網漁業の代表種である（本永，

1991a）．近年，沖縄近海の沿岸性魚類資源は減少の一途を辿っ

ているが，本種についても資源の減少が危惧される．このよう

な背景の中，沖縄県の定置網や刺網に従事する一部の漁業者は，

資源管理計画に基づき休漁に取り組んでいるところであるが，

沖縄近海における漁獲現状や生物特性に関する情報は極めて少

ない．そこで本研究では，グルクマについて，資源管理に資す

る漁業情報の収集と生物学的特性を明らかにすることを目的に

調査を行った．ここでは，漁業の現状，産卵期の推定，成長，

仔稚魚の出現様式について報告する． 

 

材料及び方法 

（1）漁獲統計調査 

沖縄県水産海洋技術センターでは，1989年より県内各地のセ

リ情報を収集し，漁獲統計データベースを構築している（本永，

1991b）．このデータベースを用いて，沖縄県下でセリに掛けら

れたグルクマについて，月別，日別，出荷者別，魚種別に漁獲

量を集計した．集計の対象期間は，1989～2013年までとした．

また，1989－2013年の沖縄県下におけるグルクマの漁獲量と漁

獲努力量（延べ水揚げ隻数）を集計し，漁獲努力量あたりの漁

獲量（CPUE：catch per unit effort）を算出した．  

（2）市場調査 

 水揚げされたニシン科魚類の体長測定は，2011 年 4 月～

2013 年 12 月に，セリが開設されている名護，金武，石川，与

那城，勝連，沖縄市，中城，知念，泊において行った．調査は，

原則として週 2 回の頻度で行い，体長の測定には，耐水の測定

用紙を敷いた測定台を用いて1 cm間隔で尾叉長を測定した．な

お，各回の調査では，原則として対象の全数を測定したが，漁

獲個体数が多く全数測定の困難な場合には，セリの最小単位で

ある1山の3～5割に相当する個体を無作為に抽出した．また，

本永（1991a）で得られた体長組成のデータも用いた． 

（3）精密測定 

 本種の精密測定を行った標本は，本永（1991a）で得られた

325個体（読谷周辺海域，中城湾，金武湾で漁獲）と2014年5

月に中城湾で漁獲された 4 個体である．得られた標本は，尾叉

長および体重を測定後，生殖腺と耳石を摘出した．生殖腺は，

重量を計量後，生殖腺指数を算出した．また，49個体の耳石に

ついては，薄層切片を作製し，年齢査定を試みた． 
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（4）仔稚魚の採集 

 仔稚魚の採集は，2005年 4月～2006年 4月に沖縄島中城

湾に面する5カ所の波打ち際で，2006年1～12月に同湾の沖合

の 4 地点で行い，前者には小型曳網を，後者には改良型シラス

パッチ網を用いた（上原，2015）．得られた仔稚魚は，頭部に棘

要素が発現しないこと，筋節数が31であること，また，類似種

であるマサバとゴマサバの沖縄島近海での資源量を考慮してグ

ルクマであると同定した．グルクマ仔稚魚の発育段階は，

Kendall et al. (1984) に従い区分し，脊索末端の上屈が完了前の

個体は脊索長を，完了後の個体は標準体長を計測した．また，

湾内での水平分布をみるために，出現量（一曳網あたりの個体

数）を算出した． 

 

結果及び考察 

（1）漁獲実態および動向 

 沖縄県におけるグルクマの漁獲量は（図1），1990年代前半

は多少増減があるものの 55 トン以上で推移し，1995 年には最

高値の 102 トンに達した．以降，漁獲量は減少傾向を示し，近

年 5カ年は，盛期の約 5分の 1以下で推移していた．一方，資

源量指数（kg/隻）は（図1），漁獲量と同様のパターンを示し，

期間中緩やかに減少した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2011年 4月～2014年 3月に沖縄県で水揚げされるグルクマ

は，そのほとんどが小型定置網により漁獲されており，本永

（1991b）の結果とよく一致した．漁獲される体長範囲は（図2），

小型定置網が尾叉長6～38 cm，刺網が19～35 cmであり，小型

定置網は刺網よりも小型魚を多獲していた．本種の最小成熟体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長は，インド海域で体長22 cmであることが示されている（Rao, 

1967）．海域や漁獲状況が異なるため，単純には比較できないが，

沖縄海域でも同サイズであるとすると，定置網漁では，個体数

ベースで漁獲の約7割が未成魚であることになる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）産卵期の推定と仔稚魚の出現様式 

 本種雌の生殖腺指数は（図3），4月から急激に上昇し始め，

6月に最も高い値を示した後減少し，9月以降は1以下の低い値

で推移した．一方，雄も雌と同様の変化を示し，生殖腺指数は5

月から急増し，6月に最高値を示した後，減少した．以上から，

本種の産卵期は，6月を盛期とする4～8月であると推定された． 
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図１ 沖縄県におけるグルクマの漁獲量と資源量
指数の経年変化
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図４ 沖縄島中城湾で採集されたグルクマ仔稚魚の水平分布
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本種は，5～8月に沖合でのみ採集され（図 4，5），GSIから

推定された産卵期とよく一致した．採集された仔稚魚の体長範

囲は3.4－15.7 mmであった．沖合に出現した最小個体の発育段

階は，前屈曲期仔魚であり，体長4 mmで屈曲期，5 mmで後

屈曲期の個体が占める割合がそれぞれ半数以上となった．また，

12 mm以降はすべて稚魚期であった（図6）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）成長 

 本種の扁平石は，中心に核が認められ，輪紋と思われる褐

色帯が確認できた（図7）．そこで，この褐色帯を輪紋数（年輪）

として計数したところ，薄層切片を作製した49個体のうち，39

個体で計数が可能であった．計数が可能であった個体の年齢と

尾叉長の関係を見ると，本種は，2歳で約30 cmに達しており，

観察された最高齢は11歳であった（図8）．本種の年齢と成長に

ついては，インド海域やオマーン海での体長組成に基づく報告

があり（George and Banbrji, 1967；Jayabalan et al., 2014），

インド洋では孵化後1か月で約6 cm，半年で約20 cm，1年で

約30 cmに達するという（George and Banbrji, 1967）．一方，

オマーン海では半年で約 10 cm，1 年で約 15 cm に達し

（Jayabalan et al., 2014），インド海域に比べて遅い成長を示し 

た．本研究では，近年の体長組成において，7月に体長10 cmに

モードをもつ新規加入群が確認された（図 9）．これらは月を追

って成長し，半年後の 12月には 21～22 cmに達し，インド海

域の成長と概ね一致した． 

 

（4）資源管理方策の検討 

 沖縄県におけるグルクマ漁業は，成熟に達する前の小型魚

（22 cm 未満）が多獲されている状況を踏まえると，成長乱獲

の状態であると示唆される．本種の小型魚は，利用用途が限定

されており，わずかではあるが大型の個体に比べて単価が約 50

円安い（水産海洋技術センター漁獲統計資料）．また，小型魚は，

定置網でのみ漁獲していることから，状況に応じて漁獲せず，

生かしたままリリースすることも可能であると思われる．この

ように，定置網漁の重要種であるグルクマの漁業管理に際して

は，休漁よりも未成魚の漁獲を大幅に抑えることがより有効な

手段であると考えられた． 

近年，生活史のごく初期の段階から，砂浜海岸や泥干潟のよう

な波打ち際を利用する魚種について，漁業と環境改変による影

響を検討した結果，漁業による脅威よりも，むしろ埋立に伴う

生息環境の消失が資源減少に起因している可能性が高いことが

指摘されている（上原・立原，2015）．しかし，本種はごく初期
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の段階から，漁場へ加入するまで，湾内の沖合域に分布，生息

していることから，近年の埋立に伴う生息環境の消失は，資源

減少の直接的な要因としては考えにくい．本種はFilter deeder

であることが知られており，鰓蓋を大きく開け，カイアシ類，

十脚目やシャコ目の幼生，端脚類，珪藻類などを摂餌する（Rao, 

1962；Noble, 1962）．そのため，赤土など陸域からの流出した

懸濁物質による鰓の損傷も大きく影響しているのかもしれな

い．懸濁粒子による鰓への影響は，ニジマス Oncorhynchus 

mykiss やヒラメ Paralichthys olivaceus で報告されており

（田崎ら，2002），今後，本種についても飼育試験等通して検討

する必要があろう．また，懸濁物質の影響による餌生物組成の

変化や餌環境の悪化も考えられる．今後も資源の動向把握を継

続し，寿命や成熟体長など生物情報の解明に加えて，環境変化

に伴う影響についても調査を行う必要がある． 
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